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幕顔修碁停
東 京 発 >長野新幹線 bO分 ]>軽 井 沢 着 発 ●しなの鉄道  ●小 諸 着

東 京 発 卜長野新幹線 [60分 ]>佐 久 平 着 発
"小

海線 ■5分 ]● 小 諸 着

小 諸 駅 より車 で 10分

〒384¨ 0041長 野県小諸市菱平762-2

TEL.0267-22-0516
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住 宅型 有料 老 人 ホ ー ム

ことぶきの家 小諸
平成 25年 4月 に小諸市御影新田に新設

新築オープンした施設。食堂からは雄大な浅聞山を望み、四季の

移 り変わ りを感 じる事ができます。 1階 のデイサービスを利用

できるため、 ジハ ビリやンクリエーシ ョン等 を楽 しみながら、

穏やかな毎 日を過 ごす事ができます。

ことふきの家小諸

首都圏からのアクセス良好 !

∩ 上信越道 佐久北 I.Cよ り5分

白東京駅からテ野新鷲後醤ょ禦纂明H
佐久平駅 より車で 10分

長野市に 1施設 小議市に 5施設

軽井沢 御代口にそれぞれ :施設

圃図圃□
圃圃圃
蜃圃翻
色響1綱麟119,400円～

入居一時金・保証金なし

※内訳/居室費・食費・運営管理費・光熱費・リネン代

介護サービス自己負担分・おむつ等日用品・医療費等立

替代・ンクリエーション材料費などは別途です。

500fワ ン コ イ ン 安 心 パ ッ ク

介護保険の支給限度額を超過したサービスを月額500円

の定額でご利用いただける安心のサービスです。

圃
国

1者|■

・要支援 1～ 2、 要介護 1～ 5の方 ※自立となった場合
・原則終身で入居可 (利用権方式 )は退居となります。

月額 140,4CXl円 ～ 月額 137,150円 ～ 月額 69,500円 ～  ※内訳/居室費 食費 選 籍 理費 暖房費なと 介譲サービス自己負担分 オムツ等日月品なとは実費

四季を感しながら、悠々

とした生活が送れる施設

木 を基調に した、

地域 に閑かれた施設

静かなlll荘 地 にある、

緑 に囲 まれた施設

リノートタウンにある

静かで家庭的な施設

民家改修型 で、家庭的

な生活環境 の施設

民宿を改装した、

樹々に囲まれた施設

ことぶきの家小議
〒384‐ 0808小織市御影薇田宇池ノ上 2090‐ 1

饉:0267‐22‐7711
受付 :平 日 8100～ 17100

口 htpプ/kOtObu輛 ‐groupJp
詳細は HPを ご覧下さい ことぶきの家 回

株式会社 コ所
〒384・ 0083長野県」端市大字市 790‐15

TEL:0267‐ 23‐1510 FAX:0267・ 22‐3662
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